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製品分類による顧客セグメンテーションの方法製品分類による顧客セグメンテーションの方法製品分類による顧客セグメンテーションの方法製品分類による顧客セグメンテーションの方法
－－－－Customer Segmentation Using Existing Product Category Schemes－－－－

SAS インスティチュートジャパン

カスタマーサービス本部　データサイエンスグループ

中西　由紀

本日の内容本日の内容本日の内容本日の内容

企業にある顧客の取引履歴データ（POSデータ）を、

製品分類を用いて数値化し、顧客セグメンテーショ
ンを生成する方法をご紹介します。
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マーケティングの流れマーケティングの流れマーケティングの流れマーケティングの流れ
～～～～One to Segments～～～～

顧客のセグメント化顧客のセグメント化顧客のセグメント化顧客のセグメント化

･顧客属性（年齢・性別など）･顧客属性（年齢・性別など）･顧客属性（年齢・性別など）･顧客属性（年齢・性別など）
･ライフスタイル（趣味・嗜好など）･ライフスタイル（趣味・嗜好など）･ライフスタイル（趣味・嗜好など）･ライフスタイル（趣味・嗜好など）
･製品購入パターン･製品購入パターン･製品購入パターン･製品購入パターン
･購入価格･購入価格･購入価格･購入価格

････購入製品要素（カテゴリー）購入製品要素（カテゴリー）購入製品要素（カテゴリー）購入製品要素（カテゴリー）
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SAS家電データの加工家電データの加工家電データの加工家電データの加工
顧客ＩＤ 買上日 時間 製品

1 2001/7/25 13:20 100210330
2 2001/7/25 14:00 100200340
3 2001/7/25 18:00 200540480
4 2001/7/26 13:20 200440550
5 2001/7/26 14:00 300320290
6 2001/7/27 13:20 300339864
7 2001/7/27 14:00 100200280
8 2001/7/27 18:00 200440550
9 2001/7/27 21:00 200440550
： ： ： ：

カテゴリー１ カテゴリー２ カテゴリー３
ハードウェア（Ｈ） キャノン（Ｃ） ＡＶ機器（Ａ）
ＡＶ／家電（Ｋ） 富士通（Ｆ） デスクトップＰＣ（Ｄ）
周辺機器（Ｓ） シャープ（Ｓ） ノートＰＣ（Ｎ）

東芝（Ｔ） プリンター（Ｐ）
ソニー（Ｙ） スキャナー（Ｓ）

電話（Ｔ）
テレビ（Ｖ）

SAS家電家電家電家電

CUST_ID PROD_ID PROD_CAT
3 1 SYS
3 10 SYP
4 3 SCS
1 4 HTV
4 4 HTV
3 5 HYN
1 6 HYD
2 6 HYD
3 6 HYD
4 7 HST
1 2 HFN
1 8 HCN
3 9 KYA
5 9 KYA
5 11 KFA
5 12 KCA

　製品の上　製品の上　製品の上　製品の上3桁・・製品群桁・・製品群桁・・製品群桁・・製品群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4桁～桁～桁～桁～6桁・・メーカー桁・・メーカー桁・・メーカー桁・・メーカー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7桁～桁～桁～桁～9桁・・製品桁・・製品桁・・製品桁・・製品

ソニー製デスクトップＰＣソニー製デスクトップＰＣソニー製デスクトップＰＣソニー製デスクトップＰＣ

SAS家電データの加工家電データの加工家電データの加工家電データの加工

カテゴリーごとに個数を集計する

CUST_ID
C1_H
(ハードウェア個数)

C1_K
（AV/家電機器個数）

C1_S
(周辺機器個数）

1 4 0 0
2 1 0 0
3 2 1 2
4 2 0 1
5 0 3 0

CUST_ID C2_C C2_F C2_S C2_T C2_Y
1 1 1 0 1 1
2 0 0 0 0 1
3 0 0 0 0 5
4 1 0 1 1 0
5 1 1 0 0 1

CUST_ID C3_A C3_D C3_N C3_P C3_S C3_T C3_V
1 0 1 2 0 0 0 1
2 0 1 0 0 0 0 0
3 1 1 1 1 1 0 0
4 0 0 0 0 1 1 1
5 3 0 0 0 0 0 0

カテゴリー１（製品群）カテゴリー１（製品群）カテゴリー１（製品群）カテゴリー１（製品群）

カテゴリー２（メーカー）カテゴリー２（メーカー）カテゴリー２（メーカー）カテゴリー２（メーカー）

カテゴリー３（製品）カテゴリー３（製品）カテゴリー３（製品）カテゴリー３（製品）

CUST_ID PROD_ID PROD_CAT
3 1 SYS
3 10 SYP
4 3 SCS
1 4 HTV
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加工データを解釈しよう加工データを解釈しよう加工データを解釈しよう加工データを解釈しよう

C1_H

C1_K

C1_S

ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア

ＡＶＡＶＡＶＡＶ/家電家電家電家電

周辺機器周辺機器周辺機器周辺機器

ユークリッド空間で、顧客１，２ユークリッド空間で、顧客１，２ユークリッド空間で、顧客１，２ユークリッド空間で、顧客１，２
のベクトルを見てみると、示すのベクトルを見てみると、示すのベクトルを見てみると、示すのベクトルを見てみると、示す
点は異なるが、両者同じ方向点は異なるが、両者同じ方向点は異なるが、両者同じ方向点は異なるが、両者同じ方向
を向いている。つまり、カテゴリを向いている。つまり、カテゴリを向いている。つまり、カテゴリを向いている。つまり、カテゴリ
ー１に関しては、両者同じ嗜好ー１に関しては、両者同じ嗜好ー１に関しては、両者同じ嗜好ー１に関しては、両者同じ嗜好
であるといえる。であるといえる。であるといえる。であるといえる。

CUST_ID C1_H C1_K C1_S
1 4 0 0
2 1 0 0
3 2 1 2
4 2 0 1
5 0 3 0

カテゴリー１でのカテゴリー１でのカテゴリー１でのカテゴリー１での
顧客ＩＤ１、２のデータの顧客ＩＤ１、２のデータの顧客ＩＤ１、２のデータの顧客ＩＤ１、２のデータの
傾向を見てみよう。傾向を見てみよう。傾向を見てみよう。傾向を見てみよう。
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SAS Version8.1 を使用してのクラスタ分析を使用してのクラスタ分析を使用してのクラスタ分析を使用してのクラスタ分析

～クラスタ分析手法の種類～～クラスタ分析手法の種類～～クラスタ分析手法の種類～～クラスタ分析手法の種類～

PROC FASTCLUS
非階層的方法,k-means法
履歴データ等、大規模なデータの場合に使用を薦める
外れ値の検出も可能

PROC CLUSTER
階層的方法
非階層的方法より柔軟性がある
100以下のＯＢＳの場合に使用を薦める

クラスタ数を絞るクラスタ数を絞るクラスタ数を絞るクラスタ数を絞る

最終クラスタの生成最終クラスタの生成最終クラスタの生成最終クラスタの生成
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SAS Version8.1 を使用してのクラスタ分析を使用してのクラスタ分析を使用してのクラスタ分析を使用してのクラスタ分析

～～～～FAST CLUS　　　　の留意点～の留意点～の留意点～の留意点～

PROC FASTCLUS の特徴の特徴の特徴の特徴

初期シード値を設定し，その点を基に仮クラスタを生成し、変初期シード値を設定し，その点を基に仮クラスタを生成し、変初期シード値を設定し，その点を基に仮クラスタを生成し、変初期シード値を設定し，その点を基に仮クラスタを生成し、変
数間の距離を計り、最終クラスタを決定する。よって、クラスタ数間の距離を計り、最終クラスタを決定する。よって、クラスタ数間の距離を計り、最終クラスタを決定する。よって、クラスタ数間の距離を計り、最終クラスタを決定する。よって、クラスタ
の結果は、初期シード点に大きく影響を受ける。の結果は、初期シード点に大きく影響を受ける。の結果は、初期シード点に大きく影響を受ける。の結果は、初期シード点に大きく影響を受ける。

結果の検証結果の検証結果の検証結果の検証

検証方法検証方法検証方法検証方法
１．データを分割し、クラスタリングを実行、結果を比較する。１．データを分割し、クラスタリングを実行、結果を比較する。１．データを分割し、クラスタリングを実行、結果を比較する。１．データを分割し、クラスタリングを実行、結果を比較する。
２．初期シード点を数回変えて実行し、結果を比較する。２．初期シード点を数回変えて実行し、結果を比較する。２．初期シード点を数回変えて実行し、結果を比較する。２．初期シード点を数回変えて実行し、結果を比較する。

SAS Version8.1 を使用してのクラスタ分析を使用してのクラスタ分析を使用してのクラスタ分析を使用してのクラスタ分析

～～～～ＳＡＳ家電データのクラスタリング結果～ＳＡＳ家電データのクラスタリング結果～ＳＡＳ家電データのクラスタリング結果～ＳＡＳ家電データのクラスタリング結果～

クラスタ１（顧客１）
ハードウェアに偏った購
入が見られるクラスタ

クラスタ２（顧客２，４）
メーカーは異なるが、ハード
ウェアと周辺機器を購入する
クラスタ

クラスタ３（顧客３）
ソニー製品のみを
購入するクラスタ

クラスタ４（顧客５）
ＡＶ・家電に偏った購入
が見られるクラスタ
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SAS Version8.1 を使用してのクラスタ分析を使用してのクラスタ分析を使用してのクラスタ分析を使用してのクラスタ分析

～収益性を考える～収益性を考える～収益性を考える～収益性を考える～～～～

クラスタ 顧客数 顧客比率 収益（単位100万円） 収益/顧客数 収益率
ハードウェア 2,090 39.4% 600 0.29 21.3%
ハードウェア＆周辺機器 893 16.8% 550 0.61 44.9%
ソニー製品 1,125 21.2% 450 0.4 29.4%
ＡＶ/家電機器 1,200 22.6% 80 0.06 4.4%
合計 5,308 100.0% 1,680 1.36 100.0%

顧客比率？顧客比率？顧客比率？顧客比率？

収益率？収益率？収益率？収益率？

ターゲット顧客はターゲット顧客はターゲット顧客はターゲット顧客は

まとめまとめまとめまとめ

顧客セグメンテーションを行うにあたり、製品分類顧客セグメンテーションを行うにあたり、製品分類顧客セグメンテーションを行うにあたり、製品分類顧客セグメンテーションを行うにあたり、製品分類
を用いるのはを用いるのはを用いるのはを用いるのは1つの有効な手段である。つの有効な手段である。つの有効な手段である。つの有効な手段である。

収益に見合ったターゲットセグメントを見つけ、収益に見合ったターゲットセグメントを見つけ、収益に見合ったターゲットセグメントを見つけ、収益に見合ったターゲットセグメントを見つけ、
販売促進活動を行いましょう。販売促進活動を行いましょう。販売促進活動を行いましょう。販売促進活動を行いましょう。
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